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１	
 駅前複合施設ワークショップについて  
	
 7月 1日第２回駅前複合施設管理運営ワークショップが開催され
ました。今回のテーマは、「あったらいいな	
 こんなサービス、こ

んな事業」で、図書館を利用して何か事業のアイデアはないかとい

う話し合いでした。事前に配布されていた資料に、経営収支という

文言がありました。市は当面は図書館を直営にすると言いながら、

将来的に指定管理者制度への移行を考えていると予測されること

から、経営収支を考慮した事業なのかと質問をしました。行政から

依頼された推進役の男性が、その事は考えなくてよい、時間が限ら

れているので質問は作業の後にする等、中心テーマに関する肝心の

質問には答えず、話し合いに移ろうとしました。この強引なやり方

は、まちづくり条例にあるワークショップの行政と市民が同じ目線

で共に考えるという理念にそぐいません。 
私はこの会に参加する意義を見出せず、アイデア募集の話し合い

前に、集まった人達に私の思いを伝え一人退席しました。  

２	
 図書館専門委員会を傍聴して  
	
 7月 3日第 1回目の駅前複合施設管理運営図書館専門委員会が開
催されました。委員は図書館に関わる有識者 16名です。ワークシ
ョップは単に市民の意見を聞くのみとなってしまっていますが、こ

の会は、各委員から出された意見が、行政を動かす事ができる位置

にあると理解しています。この会を傍聴し感じたことを述べます。 
① 図書館についてだけを検討するのか、駅前複合施設全体を検討
するのかが明確ではなく、図書館についての委員会と思い参加

したと思われる各委員の混乱している様子が覗えました。 
② 資料が多くあり、内容が委員に理解されていませんでした。委
員長より、次回の会では順序立てて、資料を理解できるように

説明して欲しいとの要望が出されました。 
③ この図書館専門委員会に参加した委員は、新しい図書館につい
てのこれまでの経過を知らない方が殆どです。多くの質問や意

見が出されましたが行政側は明確に答えることができず、今後

詰めていくという返事が多く聞かれました。 
図書館構想が持ちあがった時点から、この会の委員の方々や多く

の市民と共に建設場所選定を含め検討する図書館建設計画であっ

たなら、このような混乱は起きなかったと思います。拙速に事を進

めようとする行政側の準備不足は否めません。歴史ある新発田市の

公立図書館の 100 年後を見据え、市民と共に建設計画を進めること
ができる核となる人材が行政にいない事を残念に思います。  

３	
 防災対策はできているのでしょうか  
	
 台風 8号の影響によると思われる大雨により、新発田市の 2地区 
に水害の為の避難準備情報が出たと聞きました。しかし、避難場所 
の準備が十分にできていなかったそうです。エフエムしばたを聴い 
ても、それに関する十分な情報が得られず、インターネット検索に 
よって現状が理解できたという知人からの報告がありました。新庁 
舎を防災拠点とすると述べていた二階堂市長ですが、 
 
建物建設ばかりに気を取られ、原発事故、震災、水害時等、

市民を巻き込んだ実際面の防災対策ができていないと感

じます。  

４	
 浄化槽を貯水槽に利用し小さな防災対策を  
千葉県船橋市では、水害時に少しでも水の量を減らす為にと、下 

水道への切り替えによって不要になった浄化槽を貯水槽として利

用してもらう為、行政が半額約 10万円の補助を出しているそうで
す。我家でも下水道切り替え時に同じ事を考え業者に訊ねましたが、

明確な答えがなく、浄化槽の中に砂を入れてしまいました。浄化槽

に貯められた水は菜園の水遣りにも利用できます。火災時にも役立

ちます。補助が出れば、浄化槽の下水道切り替えが進むと思います。 
新発田市にも、船橋市のように市民の命を守るための小さ

な防災対策に目を向けた政策を実現して欲しいものです。  

５	
 駅前複合施設は民間棟持ち主の為の物ですか  
	
 ７月 14日に開催された総務常任委員会を傍聴しました。そこで
わかった事を報告します。 
① 駅前複合施設の私有地と民有地の等価交換ができたと報

告がありました。両者の不動産鑑定士がそれぞれ単価を算定

した結果、市は道路に面しない土地約 167㎡が増えたのみで金
銭移動がない等価交換が決定しました。道路側にあった市有地

は民間棟の駐車場となります。これが本当に等価交換なのか疑

問です。 
② 複合施設民間棟は、当初の計画 6 階建てから４階建てにな
ることが分かりました。１階には、コンビニ、コインランド

リー、調剤薬局、観光案内所、２階には医療関係のテナント、

３階 4 階は敬和学園大学の学生の為の居室が合わせて 20 室と
各階には約 40坪の台所付き共有スペースが用意されています。
駅に近く、図書館が隣接した素晴らしいこの場所に入居出来る

20人の学生は、余程恵まれた家庭の子息であろうと賃貸料が気
になります。民間棟後方に新たにできる出入口のない民間

駐車場 11 台分は、市有地行政棟の出入口を使用する予定
です。このような民間との曖昧な土地使用でよいのか、そ

して、足りないと言われている図書館利用者駐車場が確保

できるのか疑問です。  
	
 	
 	
 複合施設はまるで民間棟持ち主の為に建設されるよう

に思えてきます。これは市長の再選戦略の一つなのでしょ

うか。  
③ 駅前複合施設建設予算は、さらに増える予定とのことです。

茨城県日立市では庁舎建設に 130億円かけることに反対する 8
千人の署名を集めたそうです（当市では約 1万 3千人の反対署
名を集めました）。当市も新庁舎と駅前複合施設を合わせると

約 110億円以上必要になると思います。補助金が出るとは言
え、身の丈以上の、金銭感覚を失った市政に憤りを覚えま

す。  
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